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女性リーダー塾

2期



2期の皆さま、卒塾おめでとうございます。
5月の合宿から1 0月の卒業までの6ヶ月間、
1 3名の皆さまの「リーダーシップの探究」の
伴走をさせて頂きました。参加者の皆さまは
業界も、企業も多様で、所属組織から求めら
れているリーダーシップも多様です。そのよう
な中でリーダーシップはこうあるべきという
正解は当然、ありません。お一人お一人がど
うありたいか、どのようなリーダーシップのあ
り方をめざしていきたいかを徹底的に考え
抜いて始めて、自分らしいリーダーシップが 

生まれると考えています。その意味では、リー
ダーシップの探究のプロセスは男女で変わるも
のではありません。では、なぜ、女性だけでプログ
ラムを行うのか。職場に戻れば、まだまだ女性が
マイノリティであるケースが多い日本のビジネス
分野において、業界、企業を超え、切磋琢磨出来
る女性同士のネットワークほど貴重なものはあ
りません。この6ヶ月、悩みや葛藤を共有し、共に
成長してきた仲間とのネットワークを大切に、ご
自身の持続可能な成長に繋げていって頂くこと
を心より期待しています。

女性リーダー塾では西岡塾のネットワークを活用した「メンター制度」を導入しました。
似た悩みを乗り越えた経験を持つ女性メンターとのコミュニケーションにより、

塾生一人一人のキャリアの可能性を広げていきます。

メンター制度
Mentor system

将来のイメージが湧く

具体的な行動の後押しになる

支援者の存在が力になる

両者の経験や
パーソナリティを加味し、
塾がマッチングを
行います。

メンタ
リング

直接対話する
大企業の部長職クラス

メンター
自分の経験を
後世に役立てたい
次世代を応援したい

自分の将来をイメージ
したい
ライフ全般のリアルな悩み
を経験者に相談したい

塾生

メンティ

若い世代の考えを知る

メンティやメンター同士の
交流などで視野が広がる

自身のあり方の振り返りができる

ネットワークを何より大切に

働 き 方 改 革
と

女性活躍社会

女性リーダー塾でメンター制度について
知り、何をお話したらよいかも分からな
いままメンターの方にお会いしましたが、
キャリアやプライベートについて聴いて頂
いたおかげで、自身がどうなりたいのかを
改めて考えることが出来ました。また、私と
キャリアが違う方にメンターになって頂く
ことで、自身の強みを知りより広い視野で
自身に出来ることに気付くことが出来まし
た。今では私の良き理解者です。得られた
ものはとても大きく、私も社内でメンター
の活動が出来たらと思っています。

川端 尚子

子育て中で制約のある働き方をしている最中どの
ように新規事業開発に関わるべきか、また今後の
キャリア形成について、同様の経験を持つメンター
の方に相談いたしました。メンターの方から頂いた
《出来ないことに目を向けるのではなく、出来るこ
とに最大限コミットする》、《環境が変われば自分
も家族も変わる。次のステップに行くことを恐れな
い》というtipsは、メンタリングから半年以上経過
した今も強く心に残っています。
初対面の社外の方だからこそ、自分が置かれてい
る状況を客観的に見てくださり、また経験に裏打
ちされたアドバイスを頂けたと感じております。

川原崎 玲子

メンタリングを受けた感想

2003 年 6 月に「 社 会のあらゆる分
野において、2020 年までに指導的地
位に女性が占める割合が少なくとも
30％程度になるよう期待する」という目
標が示された。17 年も前の事である
が数字的にもほとんど何も進展してい
ない。政治家の人気取り目的の政策
で経済界をゴリ押しして決めた目標に
は真剣なモティベーションがない。経
済界の実行が付いてこなかったのだ。

しかし、昨 2019 年に流れが変わっ
たと思っている。それはトヨタの豊田
章男社長が「トヨタが終身雇用制を守
り続けるのは困難だ」と宣言したこと
が切掛けだった。新 50 代問題の幕
開けだ。トヨタと言えば経団連会長
でもあった奥田碩元社長が「社員の
首を切る社長は、まず自分の腹を切
れ」といったほどの終身雇用制度の

代表企業だ。そのトヨタの豊田章男
社長はいまトヨタを維持するために本
気で会社の存続を懸けた改革を進め
ている。トヨタの年 商は 30 兆円超、
ホンダ、日産と合わせて50 兆円超。
日本の GDP の１０％を稼ぎ出すこの三
社の存亡は日本経済に深刻な影響を
与えるのは自明だ。

豊田章男社長の会社改革の処方箋
は「年功序列⇒ジョブグレード制」へ
の転換らしい。ジョブグレード制とは、
まず会社の業務推進に必要な構造と
ジョブを明確に定義し、ジョブの重要
性に応じてジョブ担当者の報酬を決め
る。報酬は人によるのではなくジョブ
の重要性だけによる。そしてそのジョ
ブに最適任者を年功に関わらず、い
や年功を無視して、適任かどうかだけ
でアサインするという仕組みだ。私が

居たインテルがそうだった。
あのトヨタが生き残りを懸けて年功

序列を捨てジョブグレード制に移行
すれば我が国の企業社会に大きなイ
ンパクトを与える。ジョブグレード制
は結果として「的確な人材に適正に
ジョブをアサインする、年齢や過去の
実績に関わらずに仕事のできる人が
適正に処遇される仕組み」だ。もちろ
ん、性別などは問われない。仕事が
出来るかどうかだけである。これは明
らかに女性活躍に対して強い本格的
な後押しとなる。性別にかかわらず
実力のあるものが適正に処遇される。
10 年後には完全にそうなっていると
確信します。でなければ日本は沈没
しますから。だから、いまから準備し
てください。女性のみなさんの一層
の奮起を期待したい。

丸の内「西岡塾」塾長

専属ファシリテータ
株式会社 Will Lab 代表取締役

小安 美和

塾長の言葉

Nishioka's Talk
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一橋大学大学院 ICS
准教授

藤川  佳則

株式会社アクション
ラーニング研究所
代表取締役

古川  和

杉並区立和田中学校
元校長
教育改革実践家

藤原  和博

一橋大学大学院 ICS
教授

楠木  建

日本電鍍工業株式会社
代表取締役

伊藤  麻美

東京海上ホールディングス
株式会社
専務取締役 兼
専務執行役員
西岡塾 1 期生

原島  朗

株式会社ブラウンシュガーファースト
代表取締役社長

荻野 みどり

有限会社木内式　代表
西岡塾 1 期生

木内  一朗

HEROZ 株式会社
代表取締役

林 隆弘

西岡塾 17 期生

友塚 高宏

豊岡市長

中貝  宗治

三菱地所株式会社
美術館室長

河野  安紀

インテグラル株式会社
代表取締役パートナー
スカイマーク株式会社
取締役会長
一橋大学大学院 ICS 教授

佐山  展生

石坂産業株式会社
代表取締役

石坂 典子

株式会社タスカジ
代表取締役社長

和田 幸子

ジェンダー・
開発政策専門家

大崎 麻子

財務補講講師ゲストスピーカー

Mar.2020

（講義順）

西岡塾塾長

西岡  郁夫
専属ファシリテータ

株式会社 Will Lab 代表取締役　小安 美和

Academy
WL

oman
eader 

女性リーダー塾

安倍 多実子 三菱地所レジデンス株式会社

有 賀 千 尋 株式会社安藤・間

池 田 純 美 日本生命保険相互会社

内 田 佳 奈 SCSK株式会社

川 端 尚 子 株式会社LIXIL Advanced Showroom

川原崎 玲子 住友商事株式会社

切 石 明 子 株式会社ウチダ人材開発センタ

小 山 綾 子 伊藤忠商事株式会社

関 口 あ や はらメディカルクリニック

成 徳　 紋 松井証券株式会社

西 井 友 紀 日本電気株式会社

長谷川 友香 株式会社ウチダシステムズ

森 田 園 子 住友商事株式会社

●  女性リーダー塾  2期生 （50 音順）

lecturer introduction

講師紹介
2期

塾長の言葉
Nishioka's Talk

メンター制度
Mentor system

講師紹介
Lecturer introduction

年間プログラム
Annual program

チームビルディング合宿
Team building camp

自己変革計画
Self-reformation plan

2

3 

4

6

8

10

P.

P.

P.

P.

P.

P.

卒塾式
Graduation Ceremony

14P.

多様な女性ロールモデル
Various female role models

リーダーシップ論
Leadership theories

競争戦略／マーケティング／  
ビジネスキャリア
Competitive strategies / Marketing / Business career

11

12

13

講義レポート

P.

P.

P.

対談
Conversation

合同講義・合宿・プレゼンテーション
Joint lecture & Joint camp & Joint presentation

座談会
Round-table talk

16

18

20

丸の内「西岡塾」合同プログラム

P.

P.

P.
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年間プログラム ANNUAL PROGRAM

●  自己変革計画最終発表
● 卒塾式
●  特別講義・講義 

-リーダーシップ論 
-サービスマネジメント理論 合同  
-サービスマネジメントによる 
 新規ビジネス提案 合同

●  自己変革計画中間発表
●  財務補講
●  講義 

-ビジネスキャリア 
-マーケティング

●  企業視察合宿（石坂産業） 合同
●  企業視察発表会 合同
●  講義 

-人生設計の引き直し 合同  
-決意と覚悟を決める環境に 
 身を置く 合同

●  競争戦略研究発表会 合同
●  財務補講
●  講義 

-多様な女性ロールモデル

●  講義 
-グローバル視点で考える日本の 
  ジェンダーギャップ 合同

●  オリエンテーション
●  チームビルディング合宿
●  講義 

-競争戦略

 チームビルディング合宿

競争戦略研究発表会

企業視察合宿

10
October

7
July

9
September

6
June

8
August

5
May

約6ヶ月間にわたる全16回のプログラム。
異業種の仲間や多様な講師陣、プログラムにより、視野を広げ自己認知を深めながら、
自身のキャリアの軸を固めていきます。

自己変革計画中間発表

卒塾式
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森の中でチームビルディング

清里高原で自分自身を振り返る

全員で夕食作り

西岡塾長の講義後、ローエレメントのアクティビティ
では、はじめに「参加者の名前覚えゲーム」、円陣を
組み意識が集中し短時間で全員の名前を覚えた。
「丸太渡り」はバランスを取るため隣同士で支え
合った。3名1チームでの「フォトロゲイニング」、全
40ヶ所をどのように回るか各チームの作戦が活き
た。「大型シーソー」、いつのまにか周りからの声が
響き、心がひとつになった。全員でひとつの目標を
持ち親密さがぐっと増した2日間だった。

合宿の最後は、清里高原での振り返り。山道を進
むと美しい滝が見えた。マイナスイオンで癒されな
がら「これまでの自分、これからの自分」を振り返り
考える。日々の日常では持てなかった、ゆったりとし
た貴重な時間を過ごせた。頭と心の解放で、これか
らのことを前向きに考える気持ちが湧き上がること
を実感。いよいよ始まった、全部吸収する気持ちで
取り組みたいと13名が決意を語った。

1日たくさんの対話と協力をし、心を通わせた仲間
となり絆が深まったことで、方々から笑い声が聞こ
える楽しい夕食作りとなった。夕食のピザは生地や
ソースも全てイチからの手作り、初挑戦にここでも
チーム力が発揮された。
新鮮な野菜やB B Qもあ
り、テーブルを全員で囲み
会話が弾む充実した時間
を過ごした。

ひとりでは難しいことも
仲間となら乗り越えられる。

チームビルディング合宿

信じることから生まれる絆
第2期女

性リーダー塾に集まった13名

Team Building
Camp Schedule

が
ん
ば
る
ぞ
!

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

1日目 2日目

吐
竜
の
滝

夕
食
・ゲ
ス
ト
ト
ー
ク

振
り
返
り（
清
泉
寮
）

入
浴

昼
食

懇
親
会

出
発

就
寝

到
着

出
発（
バ
ス
に
て
）

起
床

自
己
紹
介（
バ
ス
車
中
）

清
掃

八
ヶ
岳
到
着

朝
の
つ
ど
い

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

朝
食

昼
食

出
発（
バ
ス
に
て
）

Here!

Well...

Let's Go!

13:15
Recreation

18:30
Dinner

12:00
Look at myself
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終わりなき、変革への道のり

自己変革計画
ありたい姿を実現する為に、仲間と共に悩み成長する。

職場の上司・同僚・部下、そして家
族からの360度評価を基に、西岡
塾長と小安氏による面談を受け
る。普段はなかなか聞くことの出来
なかった、自身に対する周囲からの
評価や温かい言葉の数々に思わず
涙を流してしまう場面も。自分の強
みと弱みを改めて認識し、激励の
言葉に後押しされながら、自己変
革計画がスタートした。

女性リーダー塾ならではの「メンター制
度」。メンターとの面談では、仕事からラ
イフプランまで、あらゆる悩みを赤裸々に
打ち明けた。率直なアドバイスには、はっ
とさせられることが何度もあった。
そして、悩みながらも練り上げた自己変革
計画を、少人数のグループで共有する。
置かれた状況や立場も違う塾生同士だ
からこそ、多角的な視点からのアドバイス
をもらうことが出来るのも新鮮だ。

多彩な講師陣の講義や、メンターとの面
談、そして仲間とのディスカッションやア
ドバイスを基に作り上げた自己変革計
画の中間発表。ありたい姿を実現する
為の、変革ポイントや決意を表明する。
仲間達の力強い宣言に、自分も負けて
はいられない、と改めて身を引き締める。
西岡塾長からは「時間軸を定めて計画
するように」とのアドバイスを頂いた。
あとは計画を実行に移すのみ。いよいよ
自己変革のスタートだ。

360度評価と面談で
「自分」を知る

自己変革計画を
仲間と共に作り上げる

「ありたい姿」を宣言する

Step Step Step1 2 3

多様な女性ロールモデル

想いがあれば道はひらける
～三者三様のロールモデル～｛ ｝

経営者、管理職、起業家として活躍する3人の女性リーダーにも、数々の苦悩や挫折があった。
それぞれの経験を基に、未来のリーダー達へ本音で語る。

world cafe

Self-reformation plan
Various female role models

父親の死後、未経験かつ32歳という
若さで社長就任を決意。その覚悟の
背景には、父親の残した会社と、社員
とその家族を守りたい、という伊藤氏
の強い想いがあった。失敗を恐れず、
敢えていばらの道を突き進み、社員に
対しても根気強く真摯に向き合い続け
たエピソードには胸を打たれた。経営
者と従業員という枠を超え、一つの家
族のような関係を築き上げている経営
スタイルは、組織のあり方を改めて考
え直す機会になった。

女性総合職第一号世代として入社、
現在は管理職として活躍する河野
氏。自分年表と人生でやりたい100

のリストを書く、瞑想などのチューニ
ングの時間を持つといったアドバイ
スには、塾生からも直ぐに実践した
いという声が多く挙がった。常に先
駆者であるが故の悩みや課題に直
面しながらも、自身を冷静に分析し、
その状況をむしろ楽しみながら乗り
越えてきた姿に、気付きを得た塾生
も多いのではないだろうか。

フルタイム勤務のワーママが、自身
が持つ社会への問題意識をきっか
けに起業。「当事者意識」こそが競
争優位であり、自身の競争優位を見
つける為には、様々な取り組みに参
画し、挑戦することが大切であると
ご自身の体験を基に熱く語って頂い
た。実際にお子さんのいるワーママ
塾生は、「家事シェア」の仕組みにも
興味津々。女性のワークライフバラ
ンスの実現という大きなテーマにも
繋がる講義であった。

塾生が少人数のチームに分かれ、ワールドカフェ方式
でディスカッションを行った。少人数ということもあり、
講義の内容や自分自身の仕事やプライベートで抱え
ている悩みなどを、ざっくばらんに相談することが出来
た。年代・業界や職種も様々な塾生達が集まると、質
問やアドバイスも幅広く、3人の講師からはもちろんの
こと、塾生同士でも多くの学びがあった。

日本電鍍工業株式会社
代表取締役

伊藤  麻美

三菱地所株式会社
美術館室長

河野 安紀

株式会社タスカジ
代表取締役社長

和田 幸子

RO
LE MODEL

3

RO
LE MODEL

2

RO
LE MODEL

1

講義レポート ｜ 多様な女性ロールモデル

講義レポート
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一橋大学大学院  ICS  准教授

藤川 佳則
豊岡市長

中貝 宗治

インテグラル株式会社　代表取締役パートナー
スカイマーク株式会社　代表取締役会長　一橋大学大学院 ICS 教授

佐山  展生

東京海上ホールディングス株式会社 
専務取締役 兼 専務執行役員　西岡塾１期生

原島 朗

一橋大学大学院  ICS  教授

楠木 建

杉並区立和田中学校　元校長　教育改革実践家

藤原 和博

組織内部に経営資源を持たざる企業が、価値をつくり出している。
今、地球規模で起きている変化を取り上げながら、私たちが価値づ
くりを考えるときに掛けている従来の「レンズ」を、新しい「レンズ」
に掛け替える重要性を学んだ。多くの企業事例から、新しい「レン
ズ」で、自社のビジネスを再定義することで、これまでにない「価値
づくり」のチャンスが見えてくる可能性を感じた。

「船をどこに向かわせるか」という大きな視点で豊岡市の
今後を考え「世界に通用する小さな世界都市」という明
確なビジョンと対話で人々を動かす。
「豊岡市へ地域活性化のための新たな戦略提案」をテー
マに塾生から中貝氏にプレゼンをした。議論の時も聞き
手の興味と理解がより深まるよう「言葉を磨く」ことを重
視している姿勢は心に響くものがあり、組織のリーダーと
してのあるべき姿を学べた。

「イノベーション」こそが、企業の価値創出のカギだが、実は多くの人が
「イノベーション」と「進歩」を誤解している。多くの具体例から、両者は
似て非なるものであること、「イノベーション」の本質とは非連続性、つま
り価値の次元そのものが変わることだと学んだ。「イノベーション」とは頑
張ってやるものではない、思いつくかつかないか。そのような本質を踏ま
えて、イノベーションの芽となるアイデアに普段から目を向けたいと思った。

「面白そうなことを見つけ、頼まれてもいないのにやる」こ
れが佐山氏の基本スタンス。情熱と覚悟に満ち溢れたス
カイマーク再生のストーリーには塾生全員が惹き込まれ
た。「人生のシナリオは自分で書ける」「知らぬ間に富士山
に登った人はいない」「10年後の自分より今のほうが可能
性が大きい」数々の格言からは生きる姿勢を学んだ。大切
なのは面白そうなものを見つける嗅覚と直感を鍛えるこ
と。今しか出来ないことは何かを考える機会となった。

言葉も通じず、土地勘のないブラジルにて、危機的な状況
からV字回復を果たした経験談、それによって築かれたご
自身のリーダー観について、塾生とのディスカッション形
式で講義頂いた。リーダーシップとは「良質な修羅場での
真剣勝負」を通じて頭と体と心で学ぶものであり、ミドル
の時から実践することが大切である、との言葉に自分なり
のリーダーシップを模索している塾生たちも刺激を受け、
議論に熱が入っていた。

西岡塾関係者（お子さんも含む）や外部聴講者など総勢100名が参加
し、大手町（三菱地所）で開催。受講者同士が途中でやりとりしながら
進行していく藤原氏流「ライブ型」講義。「情報処理力から情報編集力
への戦略的モードチェンジ」、「キャリアの大三角形を作り上げ、100万
分の1の希少価値が高い人材になる」といった人生の充実度を高める
基盤づくりのキーワードは受講後もしっかり脳裏に刻まれている。

価値づくりの「レンズ」を掛け替える地方都市でつくる圧倒的な価値創造

思いつくかつかないか、それが「イノベーション」

人生は自作自演のドラマ

良質な修羅場でリーダーシップを学ぶ

情報編集力へのモードチェンジとキャリアの大三角形

リーダーシップ論
Leadership theories

競争戦略
Competitive strategies

Marketing

マーケティング

Business career

ビジネスキャリア

講義レポート ｜ リーダーシップ論 講義レポート ｜ 競争戦略 ｜ マーケティング ｜ ビジネスキャリア

講義レポート 講義レポート

講義レポート

講義レポート
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中間発表から約３ヶ月が経
過した。多業界からの講師陣
による講義、2期生や西岡塾
18期生との熱い議論、そして
塾長や小安氏からの温かく
時に厳しい教えを受けなが
ら、各々が考え抜いた自己変
革計画。塾長よりアドバイス

頂いた「時間軸や目標の数
値化」を、より意識した計画
へとブラッシュアップされて
いた。前回のよりも自信に満
ちたそれぞれの自己変革宣
言は、卒塾後もありたい姿の
実現に向けて大切な指針と
なるはずだ。

卒塾証書授与の後は、佐山氏も交えた
懇親会。
講義時間内では聞き足りなかった事業の
再生の苦労話や、プライベートなことまで
お話頂き、楽しいひと時を過ごした。

ここからが本当の「自己変革」
自分自身と本気で向き合い続けた6 ヶ月間の集大成。

Graduation Ceremony Graduation Ceremony

卒塾式
Woman Leader Academy

second generation

自己変革発表
懇親会

全てのプログラムが終了し、いよいよ卒塾。
卒塾証書を受け取り、決意を新たにする。
塾での学びと、共に濃密な時間を過ごし
た仲間達との出会いは、何にも代えがた
い財産となった。

女性リーダー塾第 2期卒塾生として、 

13名が次なる一歩を踏み出した。

卒塾証書授与

「卒塾は終わりではなく、ここからが本当のスタートだ」
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女性リーダー塾西岡塾

今
期
を
終
え
て

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い

松
井
証
券
株
式
会
社

ニ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

組
織
の
中
核
を
担
う
ミ
ド
ル
の
長
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
派
遣
は
、

経
営
者
に
と
っ
て
大
き
な
決
断
で
あ
る
。

そ
の
期
待
を
背
景
に
塾
生
達
は
何
を
学
び
ど
ん
な
気
付
き
を
得
た
の
か
。

経
営
者
と
塾
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
語
り
合
う
。

ウ
ト
プ
ッ
ト
が
全
て
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
合
っ
た
仕
事
の
仕
方
が
出
来

れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
し
、
こ
れ
が
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
だ
と
思
い
ま
す
。

成
徳　

外
の
世
界
を
見
る
機
会
を
頂
き
、
様
々

な
業
界
の
メ
ン
バ
ー
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
た

中
で
、
客
観
的
に
自
分
の
強
み
、
弱
み
を
知
る
事

が
出
来
た
の
が
と
て
も
良
い
機
会
で
し
た
。
塾
生

は
、
同
じ
女
性
だ
っ
た
り
、
同
年
代
だ
っ
た
り
、

子
供
が
い
て
時
短
勤
務
の
方
も
い
た
り
し
て
、
悩

み
所
も
同
じ
で
し
た
の
で
、
今
で
も
こ
ま
め
に
連

絡
を
と
り
悩
み
を
相
談
し
あ
っ
て
い
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
議
論
を
戦
わ
せ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
本
当
の
仲
間
に

な
れ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
井　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
の
会
話
で
、
「
結

局
皆
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
ん
だ
な
」

と
気
が
付
く
だ
け
で
も
励
み
に
な
り
ま
す
ね
。
そ

れ
は
異
質
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
の
会
話
で
し

か
気
が
付
け
な
い
し
、
解
決
策
は
自
分
で
探
す
し

か
な
い
が
、
何
よ
り
励
み
に
な
り
ま
す
。
社
内
だ

け
だ
と
ど
う
し
て
も
上
司
、
部
下
と
い
う
関
係
な

ど
も
あ
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
出
来
に
く
い

の
で
、
た
ま
に
そ
う
い
う
環
境
に
身
を
置
い
て
、

自
分
を
客
観
視
す
る
場
は
非
常
に
大
事
で
す
ね
。

松
井 

道
太
郎　

私
が
今
で
も
大
切
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
は
「
共
感
力
」
な
の
で
す
が
、
そ
の

反
面
、
私
の
課
題
は
「
批
判
的
思
考
力
」
に
欠
け
て

い
る
こ
と
で
し
た
。
批
判
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
一

見
、
相
手
を
否
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
自
分
は
怖

が
っ
て
い
た
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
、
批
判
と
い
う

の
は
否
定
で
は
な
く
、
よ
り
相
手
に
強
く
共
感
す
る

た
め
の
確
認
だ
っ
た
り
、
議
論
を
深
め
る
こ
と
で

あ
る
と
気
が
付
き
ま
し
た
。
西
岡
塾
で
は
タ
イ
プ
の

違
う
同
士
で
議
論
が
で
き
、
切
磋
琢
磨
出
来
る
機
会

で
し
た
。
特
に
刺
激
を
受
け
た
の
は
、
相
手
の
話
を

し
っ
か
り
聞
い
て
批
判
を
し
な
が
ら
も
褒
め
る
と
こ

ろ
は
キ
チ
ン
と
褒
め
る
仲
間
の
存
在
で
す
。
私
は
今

後
、
人
の
上
に
立
つ
立
場
で
あ
る
た
め
、
見
習
う
点

が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

松
井　

卒
塾
生
が
約
4
0
0
名
と
な
る
と
も
う

立
派
な
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
ね
。
や
は
り

時
間
の
経
過
と
い
う
の
は
貴
重
で
、
決
し
て
一
朝

一
夕
に
は
出
来
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
多
け

れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
関
係
な
い

分
野
の
人
達
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
貴
重
で
す
。

そ
の
方
が
考
え
方
の
幅
が
出
て
き
ま
す
し
。
や
は

り
人
は
人
に
影
響
さ
れ
る
し
、
自
分
と
は
違
う
世

界
、
違
う
価
値
観
の
人
達
の
生
き
様
を
み
る
と
、

そ
う
い
う
や
り
方
も
あ
る
の
か
な
、
と
も
思
え
ま

す
。
と
に
か
く
良
質
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
こ

と
が
一
番
重
要
で
す
。

松
井　

弊
社
は
1
期
か
ら
ず
っ
と
派
遣
し
て
い

ま
す
が
、
卒
塾
生
が
明
ら
か
に
成
長
す
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
お
世
話
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
会
社
を
離
れ
他
企
業
の
人
達
と
深
い
議

論
を
す
る
こ
と
で
多
く
の
気
付
き
が
あ
る
の
で
す

ね
。
こ
う
い
う
場
は
本
当
に
貴
重
で
す
。
女
性
の

塾
を
開
講
さ
れ
た
の
も
正
解
で
し
た
ね
。
本
来
、

男
女
比
半
々
が
正
常
な
状
態
で
す
が
、
ま
だ
色
々

な
環
境
が
あ
り
、
実
際
差
別
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
で
も
家
事
育
児
な
ど
は
女
性
主
体
で
、
例

え
ば
そ
れ
が
ネ
ッ
ク
で
管
理
職
に
な
れ
な
い
と
い

う
こ
と
が
続
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
か
ら
は

時
間
と
い
う
概
念
が
な
く
な
っ
て
い
く
時
代
に
な

り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
益
々
性
別
関
係
な
く
、
ア

対 談

代
表
取
締
役
社
長　

西
岡
塾
13
期
生　

岩
井 

繁
明

西
岡
塾
18
期
生　

渡
部 

浩
安

私
は
自
分
が
塾
生
だ
っ
た
の
で
ど
う
い
う

人
を
派
遣
し
た
ら
よ
い
の
か
、
明
確
に
イ
メ
ー

ジ
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は「
将
来
我
が

社
の
幹
部
と
し
て
、
さ
ら
に
活
躍
す
る
人
財
で

あ
る
こ
と
」ま
た
は「
我
が
社
に
限
ら
ず
、
将

来
の
経
営
者
か
そ
れ
に
近
い
存
在
に
な
る
人

財
」の
こ
の
2
つ
で
す
。
と
に
か
く
西
岡
塾
で

の
経
験
を
活
か
せ
る
人
財
を
派
遣
し
た
か
っ

た
。
そ
れ
が
渡
部
さ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
の

外
食
業
や
小
売
業
は
チ
ェ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
を

軸
に
体
系
化
さ
れ
た
も
の
が
、
出
来
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
迷
っ
た
時
に
頼
り
に
な
る
経
営
の
羅

針
盤
の
よ
う
な
も
の
が
不
足
し
て
お
り
、
こ
れ

を
学
ん
で
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
。
自
分
が
塾

生
だ
っ
た
時
は
営
業
部
長
で
、
講
師
の
数
々
の

言
葉
を
全
て
実
感
出
来
て
い
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
社
長
に
就
任
し
て
、
壁

に
あ
た
っ
た
り
、
悩
ん
だ
り
し
て
い
る
と
、
ふ

と
、
心
に
ぐ
い
ぐ
い
蘇
っ
て
き
て
、
そ
れ
が
自

分
の
支
え
や
羅
針
盤
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。 

恐
ら
く
普
遍
的
な
経
営
の
原
理
の
よ
う
な
も

の
を
学
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
緊
張

感
の
あ
る
講
義
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

渡
部
さ
ん
も
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
ど
ん
ど
ん

成
長
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
自
己
変
革

計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
、
3
6
0
度
評
価
。

職
場
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
頂
い
た
時
で
す
。
同
僚
、
部
下
か
ら

客
観
的
な
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
の
が
初
め
て

だ
っ
た
の
で
、
自
己
認
識
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

り
、
非
常
に
反
省
す
る
と
共
に
、
悔
し
さ
と
同

時
に
率
直
な
指
摘
に
有
難
さ
を
感
じ
、
自
然
と

涙
が
出
て
き
た
こ
と
を
今
も
思
い
出
し
ま
す
。

普
段
、
面
と
向
か
っ
て
同
僚
や
部
下
か
ら
の

評
価
を
言
わ
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
の
で
改
め

て
で
す
が
、
多
く
の
気
付
き
が
あ
り
、
と
て
も
貴

重
な
経
験
で
し
た
。
ま
た
、
塾
長
や
塾
生
か
ら

の
厳
し
く
も
温
か
い
本
気
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
自

己
変
革
の
切
掛
け
に
な
り
、
自
身
の
強
み
、
弱
み

を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。  

西
岡
塾
で
学
ん
だ
こ
と
、
自
己
変
革
で
の

気
付
き
を
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
活
か
し
て

い
き
ま
す
。

株
式
会
社
ウ
チ
ダ
シ
ス
テ
ム
ズ

尾
花　

西
岡
塾
で
は
本
当
に
多
く
の
学
び
を
得
ま

し
た
。
社
長
が
ど
ん
な
想
い
で
我
々
を
派
遣
さ
れ

た
か
お
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

岩
田　
尾
花
さ
ん
を
派
遣
し
た
の
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
い
う
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
今
後
経
営
に
関
わ

り
、
お
客
様
先
の
経
営
者
と
の
関
わ
り
も
増
や
し
、

経
営
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
広
域
の
視
野
で
仕
事
を
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
長
谷
川
さ
ん
は
、

西
岡
塾
生
の
中
で
恐
ら
く
最
年
少
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
社
内
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い
な
い
状
況
で
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
を
考
え
直
す
機
会
を
つ
く
る
に
は
、
多

く
の
人
と
知
り
合
い
、
話
を
聞
く
の
が
有
効
で
あ
ろ

う
と
思
い
、
派
遣
を
し
ま
し
た
。
2
人
は
西
岡
塾
で

ど
ん
な
気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
か
？

長
谷
川　

入
塾
当
初
、
私
は
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
る
塾
生
に
無

理
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
ろ
う
と
し
な
く
て
も
い
い

と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
色
々
な
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
話

を
聞
く
う
ち
に
、
自
分
が
あ
り
た
い
の
は
ど
う
い
う

姿
な
の
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

尾
花　

私
は
あ
る
塾
生
か
ら
気
を
遣
い
す
ぎ
だ
と

言
わ
れ
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
自
分
に

気
付
き
ま
し
た
。
想
い
は
も
っ
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
表

現
し
て
い
い
ん
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

講
師
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
塾
生
か
ら
学
ん

だ
こ
と
が
本
当
に
多
か
っ
た
な
と
感
じ
ま
す
。

岩
田　

結
果
と
し
て
ま
だ
ま
だ
管
理
職
で
な
い

段
階
で
の
2
人
を
派
遣
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

特
に
社
内
で
西
岡
塾
ミ
ニ
と
称
し
学
び
の
場
を

創
っ
て
く
れ
た
の
は
大
き
な
意
味
が
あ
り
、
ミ

ド
ル
が
立
ち
上
が
っ
て
行
動
を
起
こ
す
と
い
う

西
岡
塾
の
テ
ー
マ
そ
の
も
の
で
す
。

尾
花　

西
岡
塾
ミ
ニ
に
は
普
段
仕
事
上
で
は
関
わ

ら
な
い
管
理
部
か
ら
の
参
加
も
あ
っ
て
、
会
社

全
体
で
共
通
言
語
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
と
て
も 

良
か
っ
た
で
す
。

長
谷
川　

何
を
勉
強
し
て
る
の
?
と
興
味
を
も
っ

て
も
ら
い
、
み
ん
な
が
今
ま
で
よ
り
も
西
岡
塾
を

身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

岩
田　

こ
れ
ま
で
西
岡
塾
は
選
ば
れ
し
者
が
行

く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
塾
で
学

び
合
う
2
人
の
ペ
ア
リ
ン
グ
が
羨
ま
し
い
と
い
う

言
葉
が
社
内
で
聞
け
、
組
織
活
性
の
よ
い
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

尾
花　

今
後
、
我
々
に
期
待
す
る
の
は
ど
ん
な
こ

と
で
し
ょ
う
か
?

岩
田　

間
違
い
な
く
皆
さ
ん
の
世
代
が
当
社
の

将
来
の
組
織
基
盤
の
中
で
主
役
に
な
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
新
入
社
員
に
は
「
先
輩
の
数
に
は
困

ら
な
い
会
社
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
は

応
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
当
社
は
年
々
西
岡
塾

O
B
・
O
G
シ
ェ
ア
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
西
岡
塾
と
い
う
共
通
の
学
び
を
持
て
る
こ
と

は
、
経
営
に
と
っ
て
大
き
な
強
み
で
す
。

代表取締役社長
西岡塾 1 期生
岩田  正晴

代表取締役社長
松井 道夫

西岡塾 18 期生
尾花 隆

西岡塾 18 期生
松井 道太郎

代表取締役社長
西岡塾 13 期生

岩井 繁明

女性リーダー塾 2 期生
長谷川 友香

女性リーダー塾 2 期生
成徳 紋

西岡塾 18 期生
渡部 浩安
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女性リーダー塾西岡塾

オーガニック食品メーカーを起業してココナッツオイルブーム
を牽引、その後、日本発の母乳成分分析サービスを開始するな
ど、面白いと思ったことには直往邁進で取り組んできた荻野氏
が大事にしているのは、「今の自分の役割を3つだけ決める」こ
と。それ以外の役割は、120年の人生設計を引き直し、別の時
期にプロットしておく。優先順位を明確にしながら、圧倒的な熱
量で夢を実現していく生き様に刺激を受けた。

逆境に置かれた中、大きな目標に向かい長期
的な時間軸で構想を作り上げた。「100年続
く、地域・社会に必要とされる会社となるため
には、“改革が必要である”」という強い信念
のもと、社員で決めた企業スローガン「自然と
美しく生きる」は、産廃業として地域と共存し
リサイクルをしながら持続可能な社会を目指
すことを表現しており、SDGsの課題と向かい
合い続けている企業と感じた。構想力、実行
力、見える化の仕組み作りは従業員満足度
向上に繋がり、人の成長こそ会社の成長と考
え実践している姿に多くの学びを得た。

「何でもいいから一番になれるものを見つけなさい」ご両
親の言葉で、幼少期から極めた将棋とAI技術の活用に
より、将棋・囲碁ゲームアプリを大ヒットさせ、AI技術で
様々な分野にビジネスソリューションを提供する。仕事
の楽しさやAIの将来性などワクワクするお話と共に、現
状を打破するために決意と覚悟を決める環境に身を置く
ことの重要性を学んだ。

合同講義
02

合同講義
03

合同講義
01

決意と覚悟を決める環境に身を置く人生設計の引き直し

未来への投資、自然との共存

グローバル視点で考える日本のジェンダーギャップ

様々なバックグラウンドの塾生が繰り広げる熱い議論

西岡塾・女性リーダー塾の記念すべき初の
合同プレゼンテーション。イノベーションの
本質の講義を基に、アパレル業界を代表す
るZARA・ユニクロの企業戦略におけるクリ
ティカル・コアをグループ毎に議論し、プレ
ゼンテーションを行った。名刺交換から始
まったグループワークも終わる頃にはニッ
クネームで呼び合い、飲みに行く仲に。

企業視察合宿先の石坂産業のビジネスモ
デルや新規ビジネスについてグループで議
論し、プレゼンテーションを行った。産業廃
棄物処理企業では画期的なクリーンでユ
ニークな石坂産業の取り組みに触発され
て、様々な新規ビジネスを提案したり、鋭い
分析をするグループもあったりと、活発な合
同プレゼンテーションになった。

サービスマネジメント理論の講義を
基に、新しい視点から自社の価値づ
くりの可能性を探った。グループメン
バーの所属する会社同士が協業し
て行うビジネスや自社資産の新しい
活用のアイデアが提案され、ワクワク
する、夢のあるプレゼンテーションで
盛り上がった。

ZARA・ユニクロの競争戦略分析 石坂産業のビジネスモデル分析・
新規ビジネス提案

サービスマネジメント理論による
自社の新規ビジネス提案

ディスカッション
discussion

近年ではSDGsにもジェンダー平等
の実現が組み込まれ、E S G投資の
潮流から政府のみならず民間レベ
ルでも無視できない。翻って日本の
ジェンダーギャップ指数は世界110

位と低位に留まっており、この状況
を放置することは女性のみならず、 

ミレニアル世 代や外 国 人といった
貴重な人材流出にも繋がっていく、
と大 崎 氏は警 鐘を鳴らす。古い価
値 観 のままでは 多 様 性 の 時 代を
引っ張るリーダーにはなれない。男
女問わず塾生たちの目を開かせた
講義であった。

自身の家庭や職場におけるジェンダーギャップやその解消について、講師のアドバイスを受けな
がらディスカッション、及びプレゼンを行った。当日は塾のOB・OGや、塾生の同僚など、バック
グラウンドの異なるメンバーが多数出席しており、多様な意見と盛んな議論が行われた。

株式会社ブラウンシュガーファースト　代表取締役社長

荻野 みどり

石坂産業株式会社　代表取締役社長

石坂 典子

HEROZ株式会社　代表取締役

林 隆弘

ジェンダー・開発政策専門家

大崎 麻子

合同講義合同合宿

合同プレゼンテーション

Joint lectureJoint camp

Joint presentation

i n  石坂産業株式会社

▲  かつての不法投棄のゴミの山は、
石坂社長の改革により地域に愛さ
れる交流の場に
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女性リーダー塾西岡塾

リーダーシップの
勘所を振り返る
西岡塾のプログラムを通じた
コミュニケーションやチームビルディングのあり方

宇佐美 健司 切石 明子 成徳 紋 谷沢 直紀 増田 耕治

自
分
事
や
当
事
者
意
識

業
界
ご
と
の
思
考
回
路

多
様
な
メ
ン
バ
ー
だ
か
ら
こ
そ

得
ら
れ
た
も
の

西
岡
塾
・
女
性
リ
ー
ダ
ー
塾
合
同
の
グ
ル
ー
プ
発

表
が
3
回
あ
り
ま
し
た
ね
。

塾
長
か
ら
テ
ー
マ
を
告
げ
ら
れ
て
か
ら
発
表
当
日

ま
で
わ
ず
か
「
2
週
間
」
。
全
員
が
集
ま
る
こ
と

は
ほ
ぼ
不
可
能
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
各
グ
ル
ー
プ
と
も
本
番
ま
で
に
議
論
を

尽
く
し
た
、
い
い
プ
レ
ゼ
ン
と
い
う
印
象
で
し
た
。

一
人
一
人
が
自
分
事
、
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
参
加

し
、
グ
ル
ー
プ
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ス
を

減
ら
そ
う
と
意
識
し
た
こ
と
が
短
時
間
で
纏
め
ら
れ

た
ポ
イ
ン
ト
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
組
織
も
年
齢

も
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
違
う
メ
ン
バ
ー
が
限
ら
れ

た
時
間
で
同
じ
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
成
果
を
出
さ
な

い
と
い
け
な
い
。
そ
う
す
る
と
自
然
に
チ
ー
ム
内
で

の
必
要
な
役
割
を
決
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、

議
論
を
進
め
て
い
く
。
対
立
意
見
で
あ
っ
て
も
、 

そ
れ
は
相
手
を
理
解
す
る
た
め
の
良
質
な
議
論
だ
と

い
う
こ
と
を
メ
ン
バ
ー
が
理
解
し
て
い
る
。

自
分
の
組
織
内
で
は
、
お
互
い
が
分
か
っ
た
ふ
り
を

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ス
を
起
こ
し
て
し

ま
っ
て
い
る
っ
て
結
構
あ
り
ま
す
よ
ね
。
改
め
て 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

5
月
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
塾

長
が
「
西
岡
塾
の
大
き
な
価
値
の
1
つ

は
塾
生
そ
の
も
の
」
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
が
、
8
ヶ
月
間
を
通
じ
て

強
く
納
得
し
ま
し
た
。
塾
生
同
士
の
対

等
な
立
場
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は

本
当
に
有
意
義
で
し
た
ね
。

単
な
る
異
業
種
交
流
で
は
無
い
で
す
ね
。

8
ヶ
月
間
、
毎
週
金
曜
日
に
組
織
や
経

営
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
や

社
会
問
題
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ま
で
多

岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
で
本
気
で
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
。
単
な
る
意
見
交
換

で
は
無
く
、
業
界
ご
と
の
思
考
回
路
の

違
い
ま
で
見
え
て
き
て
目
か
ら
ウ
ロ
コ

の
体
験
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

合
同
で
の
研
究
発
表
で
は
、
抱
え
て
い

る
事
業
上
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

提
案
を
ま
と
め
る
回
も
あ
り
ま
し
た

が
、
自
分
の
業
界
の
思
考
回
路
だ
け
で

は
絶
対
に
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
提
案

が
発
想
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
塾
生

の
価
値
を
感
じ
ま
し
た
ね
。

塾
生
の
世
代
が
30
代
前
半
～
40
代
後
半

ま
で
と
幅
広
か
っ
た
の
も
良
か
っ
た
で

す
ね
。
組
織
の
中
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や

役
割
も
全
く
異
な
る
メ
ン
バ
ー
の
集
ま

り
で
し
た
が
、
塾
の
中
で
は
お
互
い
に

遠
慮
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

よ
ね
。
最
初
は
舐
め
ら
れ
た
く
な
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
片
意
地
を
張
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
段
々

余
分
な
力
の
抜
け
た
有
意
義
な
議
論
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
年
齢
や

性
別
、
立
場
な
ど
関
係
な
く
本
気
で
ぶ

つ
か
り
合
っ
た
こ
と
で
、
単
な
る
仲
良

し
グ
ル
ー
プ
で
終
わ
ら
な
い
、
本
物
の

仲
間
に
な
れ
た
気
が
し
ま
す
ね
。

谷

沢

成

徳

谷

沢

成

徳

谷

沢

切

石

宇
佐
美

切

石

増

田

宇
佐
美
懇
親
会
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
レ
ギ
ュ

ラ
ー
の
講
義
以
外
で
も
そ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
続
く
の
で
、
自
分
の
考
え
方
の

柔
軟
性
、
知
識
の
幅
ま
で
も
格
段
に
広
が

り
ま
し
た
。
8
ヶ
月
と
い
う
期
間
、
年
齢

や
所
属
や
組
織
で
の
役
割
を
忘
れ
て
、
本

気
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
か
ら
こ
そ

得
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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